
エンドミル加工における状態監視

・切削抵抗の測定　・切削加工後の加工面観察

エンドミル加工、加工状態監視

・硬脆性材料のエンドミル加工における状態監視
・エンドミル加工における工具たわみの推定

・エンドミル加工
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切削加工
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従来、金型の製作は放電加工などが使用されてきたが、非常に時間がかかるため、携帯電話などの短納
期化に合せるためには、高能率加工であるエンドミル加工が適していることから、近年、金型をエンドミル加
工によって製作するケースが増えてきている。しかし、工具たわみに起因する加工誤差が問題となっており、
リアルタイムで加工誤差を把握し、補償することが重要となっている。そのためには加工状態を監視する技
術は必須である。

本研究では、加工中に発生する工具たわみに起因する加工誤差をモニタリングする方法について検討し
ている。

•加工状態の監視
・加工誤差の補正

加工の様子

切削動力計による
切削力の測定

写真： http://www.kistler.co.jp/ 
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